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長

正
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部
長

会

議

会

議

今
年
度
は
役
員
の
改
選
期
を

迎
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
総

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
直
接

皆
様
方
の
ご
了
解
を
い
た
だ
く

こ
と
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
副
支
部
長
、
幹
事
長
の
ご

推
薦
を
い
た
だ
き
、
秋
田
県
支

部
長
を
引
き
続
き
お
引
き
受
け

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
明
治
大
学
は
２
０
２
１

年
の
創
立
１
４
０
周
年
に
向

か
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
学
部
も

多
彩
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
特

に
文
系
学
生
が
１
、２
年
生
時

代
に
学
ん
だ
和
泉
校
舎
は
「
イ

キ
イ
キ
と
し
た
学
習
の
場
の
創

出
へ
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
新
教

育
棟
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
２
０
２
２
年
3
月
の
完
成

を
目
指
し
て
生
ま
れ
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
コ
ン

セ
プ
ト
と
斬
新
な
発
想
の
も
と

で
の
建
設
で
あ
り
、
注
目
の
的

と
な
り
そ
う
で
す
。

た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
大
学

は
こ
の
4
月
以
降
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
み
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
そ
れ
も
7
月
か
ら
は
緩
和

の
方
向
と
聞
い
て
お
り
、
早
期

の
完
全
復
活
が
望
ま
れ
ま
す
。

現
役
の
学
生
さ
ん
も
大
変
な
時

代
を
迎
え
て

お
り
、
自
分

を
見
失
う
こ

と
の
な
い
よ

う
に
願
っ
て

お
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
秋
田
県
支
部
は

会
員
の
皆
様
の
拠
り
ど
こ
ろ
と

な
れ
る
よ
う
、
皆
様
の
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
活
動
を
進
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。�

（
昭
和
50
年
・
経
営
卒
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
よ
り
、
既
に
ご
案
内
の
通

り
、
今
年
の
支
部
総
会
・
講
演
会

は
中
止
の
決
定
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

秋
田
県
支
部
と
し
て
は
、
こ
の

異
常
な
事
態
に
対
しzoom

を
利

用
し
た
正
副
支
部
長
会
議
を
開
催

し
、こ
の
1
年
間
の
事
業
の
評
価
、

収
支
決
算
の
確
認
と
承
認
、
今
後

1
年
間
の
事
業
計
画
・
体
制
を
決

定
し
ま
し
た
。

特
に
昨
年
は
、
元
全
日
本
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
代
表
、
斎
藤
真
由

美
氏
を
お
迎
え
し
て
の
講
演
会

に
、
多
く
の
校
友
の
参
加
を
み
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て

「
明
大
女
性
会
議
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー

ブ
ル
」
を
発
足
さ
せ
、
昨
年
9
月

と
11
月
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

土
曜
の
昼
下
が
り
、
華
や
か
な
団

欒
。
そ
こ
に
、
も
う
ひ
と
つ
の
明

治
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
大
き
な
収
穫
で
し
た
。
に
か

ほ
市
、
大
館
市
、
北
秋
田
市
等
々
、

遠
方
か
ら
駆
け
つ
け
て
下
さ
っ
た

皆
さ
ん
。
心
か
ら
感
謝
で
す
。

そ
の
他
、
千
葉
で
の
全
国
校
友

大
会
、
東
京
六
大
学
神
宮
会
、
ラ

グ
ビ
ー
部
激
励
会
、
秋
田
県
父
母

会
と
の
交
流
な
ど
活
発
な
「
ツ
ナ

ガ
リ
」
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

『
ツ
ナ
ガ
ル
』
を
テ
ー
マ
に

今
年
度
は
悉
く
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
と
な
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に

見
舞
わ
れ
た
現
役
学
生
へ
の
就
学

支
援
を
予
算
化
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
役
員
の
改
選

期
に
あ
た
り
、
支
部
長
に
は
引
き

続
き
鶴
田
有
司
氏
を
選
任
し
、
お

願
い
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
新
た
に
佐
々
木
貴
徳

氏
を
副
支
部
長
に
、
真
田
恭
子
氏

を
副
幹
事
長
に
加
え
、「
ツ
ナ
ガ

ル
」
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
お
り

ま
す
。

「
ツ
ナ
ガ
ル
」
ご
提
案
に
は
、

期
中
で
あ
っ
て
も
実
施
に
向
け
た

体
制
を
取
っ
て
参
り
ま
す
。

こ
ん
な
時
こ
そ
「
ツ
ナ
ガ
ッ
テ

ル
？
」
で
す
。

（
秋
田
県
支
部
幹
事
長
・
大
坂

良
宏
＝
昭
和
52
年
・
経
営
卒
）
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秋田県支部役員（2020―2021年度）
相 談 役 加賀　勝己 （昭和40年・法卒）
支 部 長 鶴田　有司 （同50年・経営卒）
副 支 部 長 乳井　宏資 （同37年・政経卒）

木村　友勝 （同39年・農卒）
大地　　進 （同52年・政経卒）
佐々木　章 （同55年・商卒）
蓮沼千佳子 （同57年・文卒）
伊藤　　徹 （同60年・法卒）
相場　　修 （同60年・政経卒）
新出　康史 （同60年・政経卒）
齋藤　登則 （同61年・商卒）
三浦　正博 （同62年・商卒）
佐々木貴徳 （平成10年・法卒）

監 査 委 員 大渕　宏見 （昭和54年・商卒）
大友　　聡 （同57年・政経卒）

幹 事 長 大坂　良宏 （同52年・経営卒）
副 幹 事 長 廣田　睦子 （平成16年・法卒）

真田　恭子 （同22年・情報卒）
事 務 局 長 菅原亀代嗣 （昭和58年・工卒）
事務局次長 加藤　千秋 （平成20年・文卒）
幹 事 遠藤　欽一 （昭和35年・法卒）

鶴田　悟一 （同37年・経営卒）
三ッ倉和雄 （同38年・商卒）
打川　　猛 （同39年・農卒）
長門　靖彦 （同40年・経営卒）
大津　勝召 （同43年・法卒）
澤田　祐治 （同43年・商卒）
菅原　道雄 （同44年・経営卒）
松江　正和 （同48年・経営卒）

幹 事 松尾由美子 （昭和49年・文卒）
佐々木　満 （同52年・商卒）
東海林　洋 （同53年・法卒）
進藤　勝実 （同54年・商卒）
小林　科樹 （同54年・商卒）
小松　　伸 （同54年・商卒）
桜庭　　誠 （同56年・工卒）
山崎　義裕 （同56年・工卒）
米屋美生夫 （同56年・商卒）
打川　　敦 （同56年・商卒）
大高　浩和 （同59年・商卒）
工藤　千里 （同61年・法卒）
平川　利晴 （平成2年・工卒）
遠田　博士 （同2年・経営卒）

何
故
か
明
大

だ
け
学
生
運
動

が
ま
だ
盛
ん

で
、
和
泉
校
舎

の
生
協
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
姿
の
学
生

が
屯
ろ
し
、
物
騒
で
近
寄
れ
な

か
っ
た
。

明
大
前
か
ら
和
泉
校
舎
ま
で
の

狭
い
通
り
に
は
雀
荘
や
ビ
リ
ヤ
ー

ド
場
が
連
な
り
、
窓
越
し
に
先
輩

か
ら
声
が
か
か
る
も
の
だ
か
ら
無

事
に
学
校
に
着
く
た
め
し
が
な

い
。

幹 事 川本　英樹 （平成2年・政経卒）
稲葉　　隆 （同3年・農卒）
山本　茂毅 （同4年・法卒）
白川　雅浩 （同4年・商卒）
金子　敬司 （同4年・経営卒）
杉山　竹晴 （同7年・法卒）
赤川　早人 （同10年・法卒）
佐々木　仁 （同10年・法卒）
加藤　圭輔 （同14年・商卒）
奈良田鮎子 （同18年・政経卒）
佐々木貴寛 （同24年・経営卒）
加藤　　結 （同24年・文卒）
金子　雄太 （同26年・法卒）
佐藤　康大 （同29年・政経卒）

母校の象徴だった記念館（3代目）。左の写真は和泉校舎
（いずれも昭和51年度卒業アルバムより）

わが青春の記

雀
荘
と
部
活
の

　
　

懐
か
し
き
日
々

打
川
　
敦（
62
）＝
横
手
市

懐
か
し
い
光
景

　
　

い
ま
も
随
所
に

蓮
沼
千
佳
子（
61
）＝
秋
田
市

昨
年
、
所
用

の
つ
い
で
に
駿

河
台
を
歩
い
て

み
た
。

お
茶
ノ
水
駅
か
ら
大
学
に
至
る

僅
か
な
道
の
り
。
茗
渓
堂
書
店
や

名
曲
喫
茶
「
丘
」
が
消
え
、
生
協

書
籍
部
の
建
物
も
な
く
な
り
楽
器

店
が
隆
盛
を
極
め
て
い
る
。
明
大

通
り
沿
い
の
高
層
建
築
校
舎
に
は

驚
く
ば
か
り
だ
っ
た
。

記
念
館
の
地
下
に
は
部
室
が
あ

り
、
ギ
タ
ー
を
抱
え
て
軽
音
楽
部

に
は
よ
く
通
っ
た
。
ジ
ャ
ズ
や

ロ
ッ
ク
な
ど
多
く
の
バ
ン
ド
が

あ
っ
た
が
、
ブ
ル
ー
リ
ッ
ジ
・
マ

ウ
ン
テ
ン
・
ボ
ー
イ
ズ
と
い
う
バ

ン
ド
に
所
属
し
て
い
た
。
学
生
の

ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
が
盛
ん
で
、
青
学

や
慶
応
、
千
葉
大
、
成
蹊
大
な
ど

と
有
楽
町
そ
ご
う
の
読
売
ホ
ー
ル

で
演
奏
会
を
毎
年
開
催
し
て
い

た
。山

中
湖
で
の
軽
音
楽
部
の
合
宿

に
は
、
宇
崎
竜
童
・
阿
木
洋
子
先

輩
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
差
入
れ
が
届

き
大
騒
ぎ
し
て
い
た
も
の
だ
。

数
年
前
に
駿
河
台
を
訪
れ
た

が
、
記
念
館
や
喫
茶
店
、
飯
屋
は

跡
形
も
な
く
隔
世
の
感
を
禁
じ
得

な
か
っ
た
。

�

（
昭
和
56
年
・
商
卒
）

だ
が
立
派
な
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の

裏
手
に
回
る
と
、
山
の
上
ホ
テ
ル

本
館
と
日
大
の
校
舎
が
記
憶
の
ま

ま
に
存
在
し
、
そ
の
間
の
急
坂
を

降
り
た
突
き
当
た
り
に
10
号
館
が

昔
通
り
の
姿
で
残
っ
て
い
た
。

師
弟
食
堂
は
ど
う
な
っ
た
だ
ろ

う
。
校
舎
に
入
っ
て
確
か
め
る
勇

気
は
な
く
、
錦
華
坂
を
下
り
靖
国

通
り
に
出
た
。
学
生
の
頃
憧
れ
て

い
た
洋
食
屋
「
ラ
ン
チ
ョ
ン
」
で

食
事
を
と
り
、
40
年
越
し
の
夢
を

叶
え
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
窓
か
ら

見
た
靖
国
通
り
南
側
の
景
色
は
記

憶
と
あ
ま
り
変
わ
ら
ず
、
書
泉
も

古
書
店
群
も
健
在
の
よ
う
だ
っ

た
。�
（
昭
和
57
年
・
文
卒
）
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収支計算書（自�2019年4月1日　至�2020年3月31日） （単位：円） 収支予算書（自�2020年4月1日　至�2021年3月31日） （単位：円）

収入の部 予算額 支出の部 予算額
Ⅰ 本部より助成金収入 Ⅰ 事業費
1 支部総会通知助成 170,000 1 学生表彰費 0
2 支部総会会場費 0 2 学生団体助成金 30,000
3 支部運営助成金 200,000 3 地域支部交流費 200,000
4 支部公開講演会会場費 0 4 支部公開講演会費 0
5 講演会チラシ等作成費 0 5 学生教育支援奨学金 200,000

Ⅱ 支部会費収入 540,000 6 その他事業費 120,000
Ⅲ 総会費収入 0 Ⅱ 広報費
Ⅳ 事業収入 0 1 支部会報発行費 360,000
Ⅴ 寄付金収入 0 2 広報関係費 20,000
Ⅵ 果実収入 1,000 Ⅲ 組織費
Ⅶ 雑収入 10,000 1 地域支部助成金 0

Ⅳ 運営費
1 会議費
(1) 支部総会通知費 170,000
(2) 役員会費 100,000
(3) 監査委員会費 10,000
(4) 委員会費 10,000
(5) 業務費 70,000
2 事務費 70,000
3 慶弔費 30,000

Ⅴ 積立金 0
Ⅵ 予備費 0

収入合計 921,000 支出合計 1,390,000
当年度収支差額 -469,000

前年度繰越収支差額 1,926,079 次年度繰越額 1,457,079
合　計 2,847,079 合　計 2,847,079

収入の部 予算額 決算額 差額
Ⅰ 本部より助成金収入
1 支部総会開催通知費 177,000 194,288 -17,288
2 支部総会会場費 200,000 200,000 0
3 支部運営助成金 218,000 218,000 0
4 支部公開講演会会場費 0 0 0
5 講演会チラシ等作成費 0 0 0

Ⅱ 支部会費収入 510,000 656,000 -146,000
Ⅲ 総会費収入 300,000 215,000 85,000
Ⅳ 事業収入 0 0 0
Ⅴ 寄付金収入 0 0 0
Ⅵ 特別寄付金収入 0 0 0
Ⅶ 果実収入 1,000 517 483
Ⅷ 広報費 0 0 0
Ⅸ 雑収入 70,000 80,000 -10,000
Ⅹ 基金取崩収入 0 0 0
収入合計 1,476,000 1,563,805 -87,805
前年度繰越収支差額 2,423,108 2,423,108 0

合　計 3,899,108 3,986,913 -87,805
支出の部 予算額 決算額 差額

Ⅰ 事業費
1 学生表彰費 0 0 0
2 学生団体助成金 30,000 0 30,000
3 地域支部交流費 200,000 78,080 121,920
4 支部公開講演会費 80,000 82,780 -2,780
5 義援金（災害学生支援） 0 200,000 -200,000
6 その他事業費 260,000 256,384 3,616

Ⅱ 広報費
1 支部会報発行費 300,000 332,536 -32,536
2 広報関係費 10,000 1,901 8,099

Ⅲ 組織費
1 地域支部助成金 0 0 0

Ⅳ 運営費
1 会議費
(1) 支部総会費 800,000 814,007 -14,007
(2) 役員会費 100,000 125,876 -25,876
(3) 監査委員会費 10,000 0 10,000
(4) 委員会費 10,000 0 10,000
(5) 業務費 40,000 68,444 -28,444
2 事務費 50,000 70,316 -20,316
3 慶弔費 50,000 30,000 20,000

Ⅴ 積立金 0 510 -510
Ⅵ 予備費 0 0
支出合計 1,940,000 2,060,834 -120,834
当年度収支差額 -464,000 -497,029 33,029
次年度繰越額 1,959,108 1,926,079 33,029

合　計 3,899,108 3,986,913 -87,805

胸に刻み込む

バ
イ
ト
で
稼
ぎ

　
　

よ
く
飲
み
歩
く

米
屋
美
生
夫（
63
）＝
大
館
市

仲
間
と
出
会
い

　
　

視
野
を
広
げ
る

相
場
　
修（
57
）＝
秋
田
市

昔
は
東
京
六

大
学
に
入
る
の

に
１
浪
、
２
浪

な
ん
て
珍
し
く

も
な
く
、
か
く
言
う
私
も
そ
の
一

人
で
し
た
。

な
ん
と
か
明
治
に
入
る
こ
と
が

今
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
感
染
が
広
が

る
状
況
を
見
る

と
、
世
界
は
狭
い
と
感
じ
る
。

と
こ
ろ
が
学
生
時
代
は
、
と
に

か
く
日
本
は
広
い
と
感
じ
た
も
の

だ
。
ゼ
ミ
、
バ
イ
ト
、
バ
ス
ケ
の

サ
ー
ク
ル
、
雀
荘
通
い
。
今
思
う

と
軸
の
な
い
平
凡
な
学
生
生
活

だ
っ
た
が
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

明
治
の
仲
間
と
の
出
会
い
は
と
て

で
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
自
分
の

頑
張
り
も
あ
り
ま
し
た
が
、
浪
人

生
活
を
支
え
て
く
れ
た
両
親
に
は

感
謝
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
そ
の
感
謝
と
は
程
遠
い

大
学
生
活
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

授
業
中
は
ノ
ー
ト
を
取
ら
ず
、

真
面
目
な
人
の
ノ
ー
ト
を
コ
ピ
ー

し
た
り
、
ク
ラ
ス
に
運
動
部
員
が

い
た
の
で
、
よ
く
代
返
も
し
ま
し

た
。
私
の
記
憶
だ
と
、
３
人
の
代

返
ま
で
が
限
界
だ
っ
た
か
な
。

授
業
に
出
な
い
で
ア
ル
バ
イ
ト

に
励
み
、
そ
の
お
金
で
下
北
沢
、

新
宿
、
高
円
寺
、
御
茶
ノ
水
付
近

で
、
よ
く
飲
み
ま
し
た
ね
。
ど
こ

で
誰
と
飲
ん
で
も
、「
秋
田
の
人

は
酒
が
強
く
て
、
楽
し
い
場
に
な

る
ね
」
と
言
わ
れ
た
も
の
で
す
。

い
ま
思
え
ば
、
楽
し
い
大
学
生

活
で
し
た
が
、「
当
時
は
本
当
に

親
に
感
謝
し
て
い
た
の
か
な
」と
、

親
に
な
っ
て
初
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
す
。�

（
昭
和
56
年
・
商
卒
）

も
新
鮮
だ
っ
た
。

当
時
そ
こ
に
は
「
秘
密
の
ケ
ン

ミ
ンSH

O
W

」
が
存
在
し
た
。

語
り
合
う
だ
け
で
、
そ
の
土
地
に

行
っ
て
み
た
い
、
見
て
み
た
い
と

の
好
奇
心
が
湧
い
た
。
自
分
の
視

野
を
広
げ
て
く
れ
た
原
点
だ
。

そ
の
後
、
仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
各
地
に
行
く
機
会
に
恵
ま
れ

た
。
浅
く
広
く
で
は
あ
る
が
、
当

時
の
思
い
を
少
し
ず
つ
形
に
し
て

い
る
の
は
楽
し
い
。
全
国
47
都
道

府
県
、
残
す
は
九
州
や
四
国
の
数

県
。グ

ロ
ー
バ
ル
な
世
の
中
に
あ
っ

て
、
ま
だ
ま
だ
広
い
日
本
を
巡
る

密
や
か
な
楽
し
み
は
続
い
て
い

る
。�

（
昭
和
60
年
・
政
経
卒
）
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明
け
て
も
暮
れ
て
も
コ
ロ
ナ
、

コ
ロ
ナ
、
コ
ロ
ナ
。
新
聞
も
テ
レ

ビ
も
人
々
の
話
題
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
で
持
ち
切
り

だ
。
無
理
も
な
い
。
目
に
見
え
ぬ

人
類
の
敵
で
あ
り
、
世
界
中
が
ま

さ
に
戦
争
状
態
に
あ
る
と
言
っ
て

い
い
▼
今
号
の
支
部
会
報
も
コ
ロ

ナ
絡
み
の
話
題
満
載
と
な
っ
た
。

で
も
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
面
白
く

な
い
。
第
一
、
紙
面
全
体
が
暗
く

な
る
。「
せ
め
て
」と
の
思
い
か
ら

企
画
し
た
の
が
、
2
─
3
面
で
展

開
し
た
「
わ
が
青
春
の
記
」
で
あ

る
▼
4
人
に
執
筆
を
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
、
二
つ
返
事
で
快
諾
。
い

ず
れ
も
明
大
生
の
頃
の
思
い
出
が

目
に
見
え
る
よ
う
な
文
章
ば
か
り

だ
。
校
友
の
心
の
古
里
を
あ
ら
た

め
て
垣
間
見
た
思
い
が
す
る
▼
と

こ
ろ
で
コ
ロ
ナ
禍
で
引
き
合
い
に

出
さ
れ
る
の
が
、
約
１
０
０
年
前

の
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
で
あ
る
。

日
本
で
も
猛
威
を
振
る
っ
て
い
た

大
正
9
年
、実
は
「
白
雲
な
び
く
」

の
母
校
の
校
歌
が
世
に
出
た
の

だ
。
数
々
の
歴
史
に
接
し
て
き
た

わ
が
校
歌
。
き
っ
と
、
コ
ロ
ナ
の

終
焉
も
見
届
け
る
に
違
い
な
い
。

�

（
編
集
担
当
・
大
地
進
）

世
界
的
に
蔓
延
し
て
い
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、

私
た
ち
の
生
活
は
大
き
な
影
響

を
受
け
て
い
ま
す
。

私
は
体
育
会
弓
道
部
に
所
属

し
て
い
ま
す
が
、
３
月
後
半
に

出
さ
れ
た
緊
急
事
態

宣
言
の
た
め
、
部
と

し
て
の
活
動
が
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。

練
習
試
合
は
当
然
の

こ
と
、
間
近
に
迫
っ

て
い
た
関
東
大
会
や

夏
の
イ
ン
カ
レ
な
ど

は
、
冬
へ
の
延
期
が

決
ま
り
、
練
習
は
自

宅
で
の
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
限
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
個
々
人
が
道
場
で

自
主
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
会
報
が
発
行
さ
れ
る

頃
に
は
本
格
的
な
練
習
が
開
始
で

き
そ
う
で
す
。
し
か
し
全
員
が
集

ま
っ
て
の
活
動
は
見
通
し
が
つ
い

て
お
ら
ず
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
で
す
。

ま
た
、
授
業
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に

な
り
、
教
授
も
学
生
も
不
慣
れ
な

環
境
で
講
義
を
進
め
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
授
業
を
受
け
る
に
あ

た
り
、
パ
ソ
コ
ン
やW

i-Fi

な
ど

の
通
信
環
境
を
整
え
る
必
要
が
生

じ
、
急
遽
用
意
し
た
学
生
も
少
な

く
な
い
よ
う
で
す
。

一
方
で
、
大
学
へ
向
か
わ
な
く

て
も
よ
く
な
り
、
時
間
的
余
裕
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド

式
の
授
業
も
多
く
、
課
題
の
提
出

期
間
の
許
す
範
囲
で
あ
れ
ば
、
自

分
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
授
業
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
学
生
に

と
っ
て
大
き
な
利
点
と
な
り
ま
し

た
。文

系
の
学
生
の
中
に
は
駿
河
台

キ
ャ
ン
パ
ス
に
憧
れ
て
入
学
し
た

人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
現
３
、

４
年
生
に
と
っ
て
、
憧
れ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
ラ
イ
フ
が
１
年
間
減
っ
て

し
ま
っ
た
の
は
残
念
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

話
は
戻
り
ま
す
が
、
体
育
会
に

所
属
す
る
私
た
ち
は
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
明
治
大
学
に
貢
献
す
る
こ

と
が
大
き
な
役
割
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
今
後
の
状
況
次
第
で
は
大

会
の
開
催
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
ま

す
。
特
に
４
年
生
に
と
っ
て
は

最
後
の
大
会
で
、
そ
の
活
躍
の

場
が
失
わ
れ
る
の
は
大
変
嘆
か

わ
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

し
、
活
動
期
間
が
１
年
減
っ
て

し
ま
う
こ
と
は
、
私
た
ち
に
与

え
る
影
響
も
非
常
に
大
き
い
で

す
。大

会
が
な
く
な
ら
な
い
よ
う

に
祈
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
現

状
が
、
悔
し
く
て
仕
方
あ
り
ま

せ
ん
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
な
い
こ
と
が
最
優
先

で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
会
が
開

催
さ
れ
た
暁
に
は
、
自
分
の
納

得
で
き
る
結
果
を
残
せ
る
よ

う
、
こ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
精

進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。（
政
治
経
済
部
3
年
・

体
育
会
弓
道
部
）

寄稿・投稿

編
集
後
記

編
集
後
記

（
明
治
大
学
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

を
受
け
た
学
生
へ
の
緊
急
支
援
資

金
＝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
に
伴
い
、
家
計
支

持
者
の
失
業
や
収
入
減
、
学
生
自

身
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
機
会
の
喪
失

な
ど
、
学
生
の
修
学
継
続
に
暗
い

影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
を
受
け
、
本
学
で
は
中
長

期
的
な
視
点
で
学
生
の
学
び
を
支

え
て
い
く
た
め
に
「
明
治
大
学
学

生
・
教
育
活
動
緊
急
支
援
資
金
」

を
設
定
し
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
も
多
く

の
皆
様
の
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
、

こ
の
資
金
を
通
じ
て
本
学
学
生
へ

力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
募
集
金
額
は
1
口
1
万
円
（
詳

し
く
は
明
治
大
学
Ｈ
Ｐ
を
参
照
）。

駿
台
ア・ラ・カ
ル
ト

駿
台
ア・ラ・カ
ル
ト

◆
明
治
大
学
へ
の
寄
付
に
つ
い
て

～
「
同
心
協
力
」
と
「
明
治
は
ひ

と
つ
」
の
精
神
で
学
生
を
支
援
＝

さ
る
5
月
26
日
、柳
谷
孝
理
事
長
、

大
六
野
耕
作
学
長
、
大
原
幸
男
経

営
企
画
担
当
理
事
の
出
席
の
も

と
、
北
野
大
校
友
会
会
長
か
ら
、

「
明
治
大
学
学
生
・
教
育
活
動
緊

急
支
援
資
金
」
へ
2
億
円
の
寄
付

が
な
さ
れ
た
。
こ
の
寄
付
金
は
、

校
友
会
が
毎
年
積
み
立
て
て
い
る

「
校
友
会
基
金
」
の
う
ち
か
ら
拠





























コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
が
一
変

�
太　

田　

弘　

人

出
さ
れ
た
も
の
で
、
北
野
会
長
は

「
こ
の
基
金
は
歴
代
の
校
友
の
方

が
積
み
立
て
て
き
た
も
の
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
困

窮
し
て
い
る
本
学
学
生
の
た
め
に

使
っ
て
頂
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
会
報
へ
の
ご
意
見
、
ご
感

想
は
、
秋
田
県
支
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
会
員
コ
ー
ナ
ー
」

か
ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。


